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月号

No.目423

、

今金町民憲章

。民主主震に散して生，舌を合理化して近忙的な町にいたしま Lょう.

0 健康で勘労に(1げむ明るい町にいたLましょう。

o 彼眠をみがき倉，慢の開発lニ努め豊かな町にいたL乏しょう。

O 敏聾をたかめ楽し〈生活できる平和な町にいた LまLょう 。
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明各〈住み艮ω
活力とうdぉ"に満ちた

町つ〈りをめぎじます

継
続
卒
業
内
野
菜
定
沼
化
事
業
に

お
い
て
新
た
に
大
銀
、
人
参
の
は
稲

機
導
入
と
人
参
の
早
取
り
栽
培
用
資

材
購
入
に
裂
す
る
経
費
に
対
し
補
助

金
を
交
付

L
作
付
の
拡
大
を
は
か
り

ま
す
.

野
菜
価
格
安
定
化
推
進
事
業
は
本

年
か
ら
新
た
に
人
参
、
ス
イ
ト
コ

ン、

ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
ミ
ニ
ト
マ

ト

を
追
加
し
て
、
皆
岬怖
が
安
心
し
て
生

産
拡
大
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

冷
災
筈
に
よ
る
農
家
経
済
の
支
援

策
と
し
て
天
災
資
金
、
山
市
白
内
同
資
金
内

利
子
補
給
を
は
じ
め
平
成

6
年
度
限

り
脱
業
共
済
負
担
軽
減
事
業
と
し
て

hv
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
(
神
丘
地
区
)

平
成

6
年
度
予
算
は
、

3
月
8
日
か
ら
岡
崎
日
(
中
6
日
間
)
ま
で
開
催

さ
れ
た
、
第
一
固
定
例
町
機
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て
叫
憶
7
千
l
百
什
万

5
千

円
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
蛾
で
は
、
村
本
町
長
が
「
明
る
く
住
み
良
い
、
活
力
と
う
る

お
い
に
満
ち
た
町
づ
く
り
を
テ

l
マ
に
総
力
を
挙
げ
努
力
し
ま
す
。
」
と
町

政
執
行
方
針
を
、

続
い
て
大
塚
教
育
長
が
「
社
会
の
変
化
や
、
成
熟
化
に
対

応
し
な
が
ら
生
涯
学
習
の
観
点
に
た
っ
て
町
民
の
希
望
に
答
え
る
た
め
努
力

し
ま
す
。
」
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
喜
々
述
べ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
町
づ
く
り

に
対
す
る
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成

6
年
度
執
行
方
針
(
要
約
)

平
成

6
年
度
第

一
固
定
例
町
議
会

に
あ
た
り
、
川
政
執
行
に
つ
い
て
の

所
信
と
基
本
的
方
針
を
申
し
上
げ
、

級
会
は
じ
め
町
民
み
な
さ
ま
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

バ
ブ
ル
経
済
的
崩
壊
に
伴
う
経
済

は
‘
低
迷
の
一
途
を
た
ど
り
、
貿
易

摩
燃
の
激
化
、
失
業
の
噌
加
等
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
加
え
、
国
の
経
済

• • 

掛
金
に
対
す
る
補
助
を
し
ま
す
。

継
続
事
業
と
し
て
悶
収
益
作
物
内

野
菜
指
導
対
策
事
業
、
野
菜
用
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
殻
也
事
業
、
土
岡
山
改
良
事

業
、
堆
肥
繋
設
置
事
業
及
び
馬
鈴
し

ょ
収
税
省
力
化
対
策
耶
業
を
築
地
し

娠
輿
を
は
か
り
ま
す
。

山
富
産
の
振
興

輸
入
自
由
化
に
伴
う
黒
毛
和
牛
肉

価
格
的
暴
落
が
は
な
は
だ
し
く
、
新

規
に
和
牛
緊
急
維
持
対
策
事
業
と
し

て
和
牛
繁
舶
牛
更
新
増
頭
に
対
す
る

補
助
と
和
牛
肥
育
推
進
卒
業
に
雌
牛

を
追
加
し
て
研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。日

進
牧
場
は
隔
障
害
物
、
管
理
用

機
械
に
対
す
る
補
助
を
し
ま
す
。

継
続
事
業
と
し
て
公
社
営
畜
産
基

地
建
設
事
業
、
輸
入
利
減
助
成
事
業
、

受
精
卵
移
植
卒
業
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

山
山
林
業
の
振
興

今
や
地
球
規
模
で
蹴
境
問
題
が
論

議
さ
れ
る
中
、
本
町
と
し
て
も
森
林

の
則前
た
す
役
割
は
大
き
く
、
造
林
促

進
奨
励
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
事
業
に
必
要
な
林
道
開
設
は
プ

イ
タ
ウ
ン
ナ
イ
林
道
内
延
長
を
本
年

度
か
ら
活
工
し
平
成
9
年
度
完
成
予

定
で
剖
画
的
に
広
域
林
道
、
英
利
河

種
川
線
に
結
び
そ
の
流
械
の
造
林
、

保
育
、
間
伐
、

林
産
と

一
目
し
た
推

進
を
前
面
的
に
は
か
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
地
渓
災
害
を
受
け
た

林
道
小
限
線
復
旧
事
業
を
進
め
ま
す
。

山間
土
地
改
良
事
撒

国
営
今
金
東
部
地
区
民
地
開
発
卒

業
は
昭
和
白
年
泊
工
以
来

M
年
間
を

婆

L
、
平
成

6
年
度
に
完

7
し
ま
す
。

平
成
7
年
度
か
り
の
事
業
費
償
還
は

受
益
者
及
び
関
係
機
関
の
協
力
、
協

議
を
亜
ね
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
本

事
業
で
実
施
し
て
い
る
温
泉
ポ
ー
リ

ン
グ
の
状
況
は
氾
度
目
町
度
、
場

nu毎

分

1
2
0
i
1
3
0
リ
y
ト
ル
稼
度

が
確
保
で
き
る
見
通
し
で
地
熱
利
用

施
設
と
し
て
野
菜
育
部
ハ
ウ
ス

一
…酬

を
設
置
し
、
有
効
利
用
を
は
か
り
ま

す
.
本
年
度
内
国
営
工
事
は
雑
用
水

施
設
及
び
農
道
、
造
成
地
の
完
了
整

備
と
南
西
沖
地
点
に
よ
り
被
告
を
受

け
た
民
泣
等
を
直
結
災
害
と
し
て
復

旧
し
ま
す
。

国
営
利
別
川
直
純
か
ん
が
い
排
水

事
業
は
、
町
と
し
て
も
基
幹
地
般
に

つ
い
て
何
ら
か
の
助
成
措
置
を
検
討

し
、
平
成

7
年
度
活
手
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

道
営
事
業
神
丘
、
神
丘
二
期
地
区

畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
は
術
水

工
事
の
受
益
者
理
解
が
得
ら
れ
平
成

7
年
度
に
地
区
全
域
に
水
手
当
が
可

能
と
な
り
ま
す
ロ

春
日
井
地
区
土
地

改
良
総
合
務
備
事
業
は
平
成

3
年
度

4i< 計 名 前年度 6年度 増減金額 増減率CYo)

般 会 言十 6，658，718 6， 452， 353 ム 206，365 ム 3. 1 

国民健康保険特別会計事業勘定 692，815 663，011 ム 29， 804 ど三 4.3 

老人保健特 別 会 計 915，261 903， 852 ム 11. 409 ム 1.2 

国民健康保険特別会計施設勘定 1， 223， 365 1. 272， 407 49， 042 4.0 

簡 易水道事業特別会計 184，345 179，492 A 4， 853 ム 2.6 

言十 9， 674， 504 9，471.115 ム 203，389 ど三 2. 2 

平成 E年度執行方針を述べる村本町長

は
完
全
に
硬
直
化
し
て
い
る
中
、
内

需
拡
大
等
を
考
慮
し
た
所
得
税
の
減

税
、
個
人
住
民
税
円
減
税
政
策
を
柱

に
景
気
対
策
を
重
視
し
た
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
財
政
の
中
核
を
な

す
地
方
交
付
税
は
税
収
等
の
落
ち
込

み
に
よ
り
0

4

%
と
微
増
の
予
算

と
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
6
年
度
の
編
成
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
抑
力
あ
る
健
全
財
政
休
質

維
持
の
た
め
、
起
債
借
入
れ
制
酬
を
可

能
な
限
り
抑
制
に
努
的
、
成
出
に
つ

い
て
は
事
務
喝
の
合
理
化
を
推
進
し
、

経
常
経
質
的
節
減
に
努
め
る
な
か
、

地
災
災
容
の
復
旧
、
冷
害
対
策
等
産

業
の
振
興
に
力
を
注
ぎ
、
社
会
福
祉

の
向
上
と
生
活
部
境
内
務
側
、
教
育

文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
最
大

限
の
努
力
を
し
ま
す
。
倒
せ
て
平
成

7
年
度
着
工
の
総
合
福
祉
施
設
建
設

に
向
け
て
の
財
政
商
を
考
慮
し
な

が
ら
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
柴
似
億
7
干
l
百
日
万

5

干
問
、
前
年
度
対
比
2

2

%
円
減

と
な
り
ま
し
た
。

町
史
に
つ
い
て
は
各
編
集
委
貝
の

熱
意
と
積
極
的
な
指
導
に
よ
り、

下

巻
も
完
成
の
迎
び
と
な
り
ま
し
た
。

O
A
化
導
入
卒
業
は
事
務
能
率
内

向
上
、
近
代
的
で
効
率
的
な
経
営
包

理
の
実
現
を
図
り
、
住
民
の
福
祉
を

• • 単位:千円

各会計の当初予算規模比較

は
じ
め
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す

る
た
め

3
ヵ
年
計
画
で
導
入
し
て
い

き
ま
す
.
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産
業
の
振
興

川

w農
幽
曹
の
振
興

昨年度完成 Lた野草草出荷施設(ダイコン、ニンジン選別洗浄施訟)

本
年
度
は
広
域
野
菜
集
出
荷
施
設

が
耳
成
し
た
の
で
操
業
が
今
春
か
ら

開
始
さ
れ
ま
す
。
野
菜
の
鮮
度
、
風

味
、
品
質
を
保
持
し
、
市
場
へ
有
利

な
販
売
が
な
さ
れ
大
服
、
人
参
の
共

選
に
よ
る
集
約
化
と
生
産
的
拡
大
に

つ
な
が
り
、
内
同
家
経
済
の
向
上
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

〕3
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よ
り
幻
世
紀
型
水
田
農
業
モ
デ
ル
ほ

場
整
備
促
進
事
業
に
の
せ
、
面
的
集

積
を
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら

推
進
中
で
す
。

州
民
免
農
道
整
備
事
業
、
光
台
、
光

台
二
期
、
幾
代
地
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ

改
良
、
舗
装
、
イ
マ
ヌ
エ
ル
地
区
ふ

る
さ
と
緊
急
農
道
整
備
事
業
は
改
良

実
施
予
定
で
す
.
水
田
営
践
活
性
化

基
盤
整
備
卒
業
と
し
て
田
代
第
二
、

西
部
地
区
の
排
水
を
整
備
し
ま
す
。

利
別
地
区
地
域
交
流
促
進
農
道
強

備
事
業
は
橋
梁
工
の
実
施
計
画
と
改

良
工
事
を
行
い
、
橋
梁
架
設
用
と
し

て
使
用
単
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

稲
穂
地
区
中
山
間
ふ
る
さ
と
水
と

土
保
全
対
策
事
業
は
排
水
路
改
修
多

目
的
広
場
造
成
工
事
の

一
部
を
繰
越

明
許
事
業
と
し
て
実
地
し
ま
す
.

団
体
営
事
業
は
新
生
地
区
小
規
模

土
地
改
良
総
合
盤
備
事
業
で
実
施
予

定
的
排
水
工
事
を
繰
越
明
許
と
し
て

実
施
、
濁
川
地
区
ふ
る
さ
と
緊
急
脱

道
整
備
卒
業
は
改
良
舗
装
を
実
施
し
、

地
区
完
了
さ
せ
ま
す
。

農
地、

民
業
用
施
設
災
害
復
旧
事

業
は
昨
年
7
月
ロ
日
発
生
し
た
南
西

沖
地
震
の
復
旧
計
画
に
つ
い
て
で
す

が
、
農
地
は
全
地
区
整
地
工
荒
仕
上

げ
ま
で
施
工
済
み
で
あ
り
、
本
年
度

は
器
工
事
と
し
て
艶
地
仕
上
げ
及
び

畦
畔
築
立
を
行
い
春
耕
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
対
応
し
て

い
き
ま
す
.

陥
渠
耕
水
町
被
害
を
受
け
て
い
る
地

区
は
秋
工
事
と
し
て
復
旧
し
ま
す
。

成
業
用
施
設
は

5
月
の
通
水
期
に
営

農
上
緊
急
を
要
す
る
用
水
路
を
霊
点

に
昨
年
度
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度

は
排
水
路
、
道
路
、
た
め
池
等
残
り

全
地
区
復
旧
す
る
予
定
で
す
。

ピ
ス
拠
点
と
す
る
こ
と
が
盟
ま
れ
ま

す
.
直
面
す
る
国
保
病
院
経
常
安
定

化
対
策
と
し
て
も
基
娘
盤
備
を
行
う

必
要
性
か
ら
、
既
存
内
国
保
病
院
に

対
す
る
資
産
的
投
下
は
、
保
健
福
祉

医
療
サ
ピ
ス
町
二
重
投
下
を
避
け

る
意
味
か
ら
も
各
種
地
設
や
施
策
が

一
体
的
な
運
営
が
利
占
を
生
じ
、
本

町
内
重
要
課
題
と
な
り
ま
す
。

障
害
児
早
期
療
育
ン
ス
テ
ム
推
進

卒
業
は
教
育
委
員
会
と
充
分
協
議
の

結
梨
、
今
金
幼
稚
園
内
施
設
を
利
用

し
、
毎
週
4
目
指
導
者
の
配
置
の
も

と
、
保
健
事
業
と
タ
イ
ア
y
プ
し
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
.

• • 
出
子
詑
保
持
H
事
業
は
現
枝
川山
名
町
在

新
を
有
し
、
新
年
度
希
望
者
は
初
名

を
越
え
る
凡
込
み
で
、
本
年
4
月
か

ら
正
式
な
学
童
保
育
所
と
し
て
運
督

し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
灯
油
は
年
次
計
画
に
基
づ
き

支
給
誌
を
増
加
し
ま
す
。

∞
環
境
衛
生

町
衛
生
委
貝
会
的
活
動
を
中
心
に

各
町
内
会
、
自
治
会
及
び
関
係
機
関

内
協
力
を
得
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
事
業
は

平
成
5
、
6
年
の

2
カ
年
継
続
事
業

と
し
て
し
尿
処
理
施
設
務
備
事
業
を

抑
進
中
で
す
。

¥
 

¥
 

企夜間、住民検診 (町民センター)

ω瀬
棚
線
代
替
パ

ス
関
係

国
縫
に
お
け
る

乗
り
換
え
客
が
増

加
し
、
関
係
4
町

が
共
同
で
国
縫
に

待
合
所
を
建
設
し

利
用
客
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
は
か

り
ま
す
。
ま
た
、

高
校
通
学
定
期
運

賃
差
額
補
助
は
今

年
度
も
補
助
し
て

い
き
ま
す
.

企南西沖地震により地われLた水田

同
商
工
撲
の
振
興

昨
年
オ
ー
プ
ン
の
プ
ラ
ザ
幻
は
商

工
業
者
の
活
動
拠
点
と
な
り
ス
タ
ン

プ
事
業
が
活
性
化
的
起
爆
剤
と
し
て

商
業
振
興
に
大
き
な
効
巣
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
大
通
り
商
后
街
の

街
路
灯
が
整
備
さ
れ、

商
業
環
境
も

徐
々
に
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

強
気
浮
揚
対
策
と
し
て
、
本
町
で
も

商
工
関
係
災
害
等
対
策
に
つ
い
て
の

要
望
に
よ
り
制
度
資
金
の
新
規
借
入

と
既
往
備
入
金
に
対
し
て
、
他
人
者

負
担
を
2

3

%
と
し
て
、
残
り
を

町
が

3
ヵ
年
利
子
補
給
を
し
ま
す
。

市
街
地
温
泉
ポ
リ

ン
グ
で
す
が

湯
量
と
混
度
か
ら
補
助
採
択
は
困
難

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
本

年
度
単
独
事
業
で
実
施
し
、
初
出
量

に
よ

っ
て
利
用
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

間
観
光
の
振
興

本
町
の
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
の

1

月
末
現
在
の
入
り
込
み
数
は
、
前
年

同
期
に
比
べ

3

6
%
減
少
し
て
お

り
、
不
況
に
よ
る
彬
都
は
免
れ
ま
せ

ん
が
健
闘
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
平
成

6
年
4
月
1
日
に
は
株
式

会
社
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
が
設
立
さ

れ
、
セ

ン
タ
ハ
ウ
ス
、
ス
キ

l
場、

山
の
家
や
地
域
特
産
品
生
産
セ
ン
タ

ー
の
管
理
運
営
を
委
託
し
、
経
営
の

よ
り
一
回
閣
の
効
率
化
と
従
業
員
の
身

川

一一
般
公
共
事
換
に
つ
い

て

て

景
川
淵

一醐
劃

品
川
M
防

風向
又

削
山
問

、コ
d
「
州

バ

始

t
h

開

巴
棚‘し勺巴カaみ‘今企

土
木
卒
業
に
つ
い
て
は
八
束
宮
前

線
及
び
賞
金
線
を
舗
装
都
業
と
し
て

実
施
し
、
臨
時
地
方
道
整
備
事
業
と

し
て
昭
和
線
を
計
画
し
ま
す
。
豊
田

線
は
防
雪
対
策
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

継
続
事
業
と
し
て
御
影
光
台
線
、

八
束
左
岸
線
を
道
路
改
良
事
業
で
進

め
.
加
川
線
は
凍
雪
害
防
止
工
事
で

本
年
度
完
成
予
定
、

畑
町
沢
日
進
線

も
継
続
事
業
で
推
進
し
ま
す
。

都
市
計
画
街
路
事
業
は
謎
秘
学
校

建
設
の
決
定
を
受
け
‘
街
区
の
見
直

し
を
は
か
り
都
市
計
四
道
路
の
変
更

決
定
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

3
・

5
・
5
南
通
り
紛
が
近
道
に
昇
格
し
、

平
成

6
年
度
よ
り
道
の
施
工
に
よ
り

H 
F 

4

司
大
通
り
商
庖
街
振
興
協
同
組
合
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
街
路
灯

図hi;正
分
的
確
立
を
は
か
り
ま
す
。
こ

の
株

式
会
社
に
管
理
運
営
を
委
託
す
る
た

め
今
後
も
投
資
的
事
業
は
、
一
般
会

計
で
措
置
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
は
ゲ
レ

ン
デ
の
未
盤
備
部

分
を
艶
備

L
.
ス
キ

ヤ
!
の
要
望

に
応
え
て
い
き
ま
す
.

ダ
ム
周
辺
盤
備
都
業
で
購
入
の
ス

キ
ッ
ト
カ
ー
や
ゴ

l
カ
l
卜
は
消
防

法
の
基
準
に
あ

っ
た
施
設
と
し
て
庁

ソ
リ
ン
取
り
扱
い
の
安
全
を
図
り
ま

す
。

• • )

)

1

 

5

0

1

 

1

0

0

 

(

(

(

 

2

8

0

 

5

7

0

 

9
3
0
 

6
2
5
 

9
 

噛
只
費
費

史書置旧費
994，398 
('5.4) 

公償責

796，953 

( 12.3) 

6年度一般会計予算は64億52，353千円
労働+4F 

訳肉

食
の
府
川

そ

醐
時
(

地方空付税

2，920，149 

(45，3) 

長冨~ヨ

英
利
河
二
股
自
然
休
養
林
盤
備
は

営
林
署
内
美
利
河
地
区
生
活
環
境
保

全
林
整
備
事
業
で
道
路
整
備
が
完
成

し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
町
が
道
路

町
舗
装
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
の
で
、
平
成

6
年
度
か
ら

2
カ
年

で
実
施
し
、
利
用
者
向
利
便
と
安
全

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

-
aa守〔

II 

社
会
福
祉
の
向
上
と

生
活
環
境
の
整
備

川
社
会
福
祉
関
係

我
が
国
内
社
会
福
祉
環
境
は
世
界

に
例
を
見
な
い

ス
ピ
ド
で
高
齢
化

社
会
を
迎
之
、
本
町
に
お
い
て
も
、

人
口
の
急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
核

家
族
化
の
進
行
、
家
庭
や
地
域
を
め

ぐ
る
意
識
も
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
行

政
の
的
確
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

本
年
度
は
、
国
の
高
齢
者
保
健
福

祉
推
進
日
ヵ
年
(
ゴ

ー
ル
ド
プ
ラ
ン
)

に
基
づ
き
町
老
人
福
祉
保
健
計
画
も

3
月
末
ま
で
に
事
業
の
推
進
計
画
を

図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.
老
人
福
祉

の
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
病
院
、
老
人

保
健
施
設
を
核
と
し
、
保
健
セ

ン
タ

ー
、
在
宅
介
腹
支
援
セ
ン
タ
ー、

訪

問
看
護
ス
テ

l
ン
ョ
ン
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

機
能
面
か
ら
可
能
な
限
り
総
合
化
を

図
り
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
サ

l

)は(住)単位は千円、 (

構成比率で%

118，651(1.8) 
83，868(' ，3) 
64，858(1.0) 
136，698(2.1 ) 
131，000(2.0) 
53，000(0，8) 
16，201(0.3) 

輯入金
使用料坦び手数料

財産収入
会担金亙ぴ負担金

地方祖与税

自動車愈得税空付金
その他

〕5
 

〔



義
明
岨
学
校
建
殴
準
備
と
併
せ
て
回
代

通
り
か
ら
国
道
2
3
0
号
線
を
帥
軍
備

さ
れ
る
予
定
で
す
.

町
事
業
と
し
て

3
・
4

2

利
別

通
り
が
南
栄
地
区
か
ら
聞
代
通
り
区

聞
が
平
成

6
年
度
よ
り

5
カ
年
計
画

で
整
備
さ
れ
ま
す
。

都
市
計
画
用
途
地
域
は
都
市
計
画

法
的
改
正
に
伴
い
、
変
更
決
定
を
受

け
る
、
用
途
地
域
の
変
更
案
と
し
て

現
8
区
域
を
辺
区
域
に
定
め
た
い
と

考
え
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在

ア
ン
ケ
ー
ト
制
査
の
解
析
を
行

っ
て

い
ま
す
が
、
結
果
が
で
き
次
第
都
市

計
画
委
貝
会
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

利
別
川
河
川
緑
地
公
園
は
本
年
度

も
継
続
実
施
し
ま
す
。

南
団
地
公
営
住
宅
建
替
事
業
は
計

画
ど
お
り
推
移
し
、
平
成
7
年
度
を

も
っ
て
完
了
予
定
で
す
。

I
 

I
 

I
 教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

来
る
べ
き
幻
世
紀
の
社
会
に
設
か

に
揺
し
く
生
き
て
い
〈
こ
と
が
可
能

な
、
資
質
や
能
力
を
育
成
す
る
こ
と

は
重
要
な
事
項
で
す
。
こ
の
た
め
に

は
児
童
生
徒
の
も
つ
限
り
な
い
特

性
を
生
か
し
、
個
性
向
重
視
、
生
涯

学
習
体
系
の
確
立
、
社
会
変
化
へ
の

対
応
等
、

三
つ
の

視
点
に
よ
る
教
育

内
方
策
が
最
重
要

瓢
姐
と
な
り
学
校

教
育
と
自
己
教
育

力
の
育
成
と
言
、
ヲ
、

新
し
い
学
力
観
に

立
脚
し
た
教
育
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
通
仁
、

地
域
づ
く
り
、
芸

術
文
化
の
向
ょ

を
め

F
L教
育
委

只
会
と
の
辿
併
の
も
と
、

に
努
力
し
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
教
育
長

の
執
行
方
針
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
簡
単
に
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
神
丘
小
学
校
便
所
改
修

工
事
と
八
束
小
学
校
更
衣
室
等
増
築

工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

博
物
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
昨

年
、
展
示
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
の
で
本
年
度
は
次
年
度
に
予
定

し
て
い
る
建
築
設
計
競
技
に
必
要
な

展
示
基
本
殻
剖
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

ピ
リ
カ
史
跡
公
園
内
保
存
整
備
は

次
年
度
内
国
庫
補
助
事
業
の
恕
定
に

努
力
し
ま
す
。
体
育
施
設
の
聾
備
は

総
合
体
育
館
内
部
ホ

l
ル
の
天
井
改

そ
の
推
進

• • 
修
と
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
表
面
補

修
を
計
画
し
ま
す
。

道
立
義
被
学
校
は
昨
年
度
、
道
教

委
か
ら
用
地
取
引
仰
の
要
紛
が
あ
り
、

全
て
完
了
し
て
お
り
平
成
6
年
8
月

に
譲
渡
す
る
予
定
で
す
。
平
成
6
年

度
よ
り
調
査
等
が
開
始
さ
れ
‘
平
成

7
、
8
年
度
で
往
設
、
平
成

9
年
4

月
開
校
の
予
定
で
す
。
開
校
後
の
就

労
場
所
内
硲
保
な
ど
、
今
後
、
鰭
問

題
が
数
多
〈
あ
り
ま
す
が
、
設
置
町

と
し
て
態
勢
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

N 

特
別
会
計
に
つ
い
て

川
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勧

定

町
特
別
職
な
ど
の
報
酬
改
正

町
議
会
議
員
に
つ
い
て
は

平
成

7
年
5
月
1
日
か
ら
の
適
用

町
長
外
特
別
職
な
ど
の
給
料
、
報

酬
等
が

3
月
開
催
の
第

一
固
定
例
町

議
会
に
諮
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
平
成
6
年
4
月
1
日
か
ら
の
適

用
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
町
線
会
議
員
の
報
酬
に
つ

い
て
は
、
修
正
案
が
拠
出
さ
れ
通
用

今金町特別職などの給料額及時開醐

四

日
が
平
成
7
年
5
月
1
日
か
ら
と
な

り
ま
す
。

引
き
上
げ
の
理
由
は
①
道
内
、
槍

山
管
内
町
状
況
を
考
慮
し
た
。
②

一

般
職
員
と
特
別
職
の
均
衡
を
考
慮
し

た
。
ー
ー
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
.

聾

聾

盤

宵

雌

教

Fミヨλ 

書

その帽豆、員会の，~晶

埠ただし叩給取nについては鞠ilt7年5月l自の適用となります

話掬窪

査

向島

監

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
医
療
貨

の
増
加
と
と
も
に
そ
の
迎
泊
も
大
変

厳
し
い
状
況
で
す
。
国
保
財
政
的
健

全
化
を
図
る
た
め
医
療
質
的
適
正
化

と
医
療
費
軽
減
対
策
に
つ
い
て
、
努

力
し
ま
す
。

本
年
度
も
人
間
ド
ン
ク
検
診
卒
業

を
実
施
し
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
努
め
医
療
費
の
節
減
と
健
康

増
進
に
努
め
ま
す
。

町
単
独
事
業
向
葬
祭
賞
は
2
万
円

を
本
年
度
よ
り

3
万
円
と
い
た
し
ま

す
。国

保
税
関
係
は
昨
年
内
大
冷
容
の

現
況
か
ら
本
年
度
内
所
得
的
動
向
を

つ
か
み
賦
剛
臨
時
期
ま
で
十
分
検
討
し
、

次
期
定
例
町
議
会
に
提
案
し
ま
す
。

ω老
人
保
健
特
別
会
計

国
に
お
い
て
も
老
人
保
健
制
度
改

正
を
柱
に
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、

医
療
費
の
減
少
策
に
至
っ
て
い
な
い

現
況
で
す
。

本
町
の
老
人

一
人
当
た
り
医
療
費

は
全
道
2
1
2
市
町
村
中
、
日
目
位
と

依
然
間
位
置
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

保
健
事
業
と
し
て
老
人
他
康
相
級
、

健
康
審
査
及
び
訪
問
指
導
等
老
人
保

健
編
祉
計
画
に
基
づ
き
祁
進
し
、
将

来
的
総
合
情
祉
施
設
的
開
設
に
向
け

ソ
フ
ト
事
業
内
普
及
に
努
め
ま
す
。

ω国
保
病
院
に
つ
い
て

深
刻
を
病
院
経
営
悪
化
を
打
破
す

‘. .1 町
叩
%
の
出
資
会
社

組
閣
ヲ
ア
フ
ラ
ザ

ビ
リ
カ
に

管
理
運
営
奮

霊

詑

町
の
直
営
卒
業
と
し
て
運
営
し
て

き
た
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

・
ピ
リ
カ

ス
キ

l
場

・
温
水
プ
ル
な
ど
の
施

設
が

4
月
1
日
か
ら
附
ク
ア
プ
ラ
ザ

ピ
リ
カ
に
管
理
述
内
叫
が
委
託
さ
れ
ま

す
。側

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
は
町
が
、

1
0
0
%出
資
(資
本
金
3
千
万
円
)

し
て
設
立
す
る
も
の
で
役
只
は
町
長
、

助
役
、
収
入
役
、
民
間
2
名
の

5
名

で
す
。

株
式
会
社
に
管
理
運
営
を
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
①
民
間
経
営
内
ノ
ウ

ハ
ウ
を
導
入
で
き
る
②
臨
時
職
貝
の

身
分
保
障

・
生
活
保
障
が
は
か
ら
れ

る
③
週
休
2
日
制
の
町
職
只
の
対
応

の
困
難
さ
の
解
消
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

管
理
運
告
が
委
託
さ
れ
る
業
務
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ω宿
泊
施
設
の
管
理
運
営

ω飲
食
物
の
提
供
、
販
売

ω物
品
の
販
売

る
た
め
、
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上

げ
、
入
院
時
給
食
料
の
定
額
自
己
負

担
化
及
び
薬
価
基
準
の
切
り
下
げ
を

行
わ
な
い
よ
う
要
制
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
診
療
報
酬
の
改
定
は
平

均
4
・
8
%程
度
と
診
療
側
の
要
踏

と
数
値
的
に
大
差
が
あ
り
ま
す
。

7
年
度
末
ま
で
に
付
添
婦
の
業
務

を
病
院
内
の
業
務
と
し
て
取
り
込
む

案
が
示
き
れ
、
国
民
医
療
費
抑
制
策

が
実
行
に
移
さ
れ
て
き
て
い
る
現
状

で
す
。
病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
一
段
と
厳
し
い
情
勢
と
な

っ
て
い

ま
す
が
、
国
保
病
院
経
営
安
定
化
推

進
委
貝
会
か
ら
の
答
申
内
容
の

一
つ

ひ
と
つ
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
が

こ
の
放
し
い
環
境
か
ら
の
脱
出
と
な

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

山間
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

水
質
保
全
に
十
分
配
慮
し
、
安
全

で
良
質
な
水
道
水
を
供
給
す
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
維
持
管
理
、
事
業

経
営
の
安
定
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
今
金
地
区
簡
易
水
道
内

区
域
拡
張
に
よ
り
、
下
種
川
地
区
へ

の
配
水
管
布
殴
及
び
配
水
池
の
増
設

を
し
ま
す
。

1
 

6
 

〔

附
温
泉
浴
場
の
管
理
運
営

問
体
験
段
閣
の
管
理

山
側
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
遊
戯
施
設
の
管

理
運
営

間
温
水
プ

l
ル
の
管
理
運
営

ωス
キ

l
場
の
管
理

山間
リ
フ
ト
の
運
行

側
地
域
特
産
品
の
生
産
加
工
販
売

間
奥
美
利
河
温
泉
山
町
家
の
管
理
運
営

ωそ
の
他
町
長
が
使
用
者
の
利
便
に

供
す
る
た
め
必
要
と
認
め
た
事
業

t 

A'
 

骨

ゐ
贋

'z

hv
に
ぎ
わ
う
ピ
リ
カ
ス
キ
l
場

〕7
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平
成
3
年
2
月
に
改
正

「今
金
町

史
し
上
巻
号

(古
代
先
史
1
昭
和
幻

年
)
が
完
成
し
発
行
以
来
好
評
を
得

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
下
巻
号
が

完
成
と
な
り
ま
し
た
。

A
5
版
1
1
6
4
ペ
ー
ジ
め
ず

っ

し
り
と
し
た
ボ
リ

ュ
ー
ム

で
‘
町
ゆ

か
り
の
人
物
を
詳
し
く
紹
介
、
細
か

い
年
表
に
相
当
の
紙
数
を
捌
く
な
ど

旧
版
と
は
ペ
ー
ジ
数
、
内
容
と
も
に

巡
っ
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

下
巻
号
は
、
昭
和
幻
年
か
ら
昭
和

町出
年
ま
で
が
ま
と
め
ら
れ
、
今
金
町

の
歴
史
を
知
る
う
え
で
の
貴
重
な
資

料
と
し
て
多
く
の
方
に
ご
購
読
頂

き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

戸
U

ヨ
ロ

1
、
頒
布
価
格

今
金
町
住
民
の
方

そ
れ
以
外
的
方

l
術

6
千
同

1
冊
1
万
同

平成5年度

青年録人
含同支化祭

第4回
第 4回ふれあいスポーツ交流会の GS大会

と歩くス キー大会が好天に恵まれた 2月27日、
ピリカスキー場と美手IJ河旧石器の森周辺コー

スで開催されました。

道南各地や室蘭からの参加者を含め340名
が大回転競技、歩くスキー大会にさわやかな

汗を流していました。

ふれあいスポーツ交流会

タイム力フセル埋蔵• • 
背
年
団
体
連
絡
協
議
会
と
鮒
人
団

体
連
絡
協
綴
会
主
備
の
平
成
5
年
度

合
同
文
化
祭
が

3
月
6
日
、
町
民
セ

ン
タ

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
会
場
で
は
、
ち
ぎ
り
絵
、
生

け
花
な
ど
の
作
品
展
示
や
う
ど
ん、

サ
ン
ド
イ
y
チ
な
ど
の
バ
ザ
ー
が
行

わ
れ
、
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

研
修
報
告
で
は
、
婦
連
協
視
察
研

修
に
参
加
し
た
阪
井
敏
子
J
、
青
年

会
議
国
内
研
修
に
参
加
し
た
三
上
輝

彦
J
、
ペ
ガ
サ
ス
の
輿
に
参
加
し
た

荒
川
典
彦
♂
が
思
い
出
、
体
験
談
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
演
芸
発
表
に
移
り
、
趣

神丘小卒業記念事業

2
、
問
い
合
わ
せ
及
び
取
り
扱
い
は
、

企
画
制
務
概
町
史
編
さ
ん
係
ま
で

(
含

2
o
l
-
-
)

神
丘
小
学
校
で
は
、
卒
業
記
念
事

業
と
し
て

3
月
四
目
、
長
谷
正
幸
さ

ん
の
敷
地
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋

蔵
し
ま
し
た
。

日
記
や
パ

y
夕
、
人
形
、
オ
モ
チ

ャ
な
ど
思
い
出
の
品
ば
か
り
、
こ
の

カ
プ
セ
ル
を
掘
り
出
す
の
は
凶
年
後

の
8
月
日
日
で
、
み
ん
な
で
H

す

L
e

を
食
べ
る
予
定
だ
そ
う
で
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

向
を
凝
ら
し
た
歌

や
腕
り
に
会
場
内

は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま

た、

琴
鈴
会
的
琴

演
奏
、
舞
踊
愛
好

会
の
踊
り
も
披
露

さ
れ
、
多
彩
で
有

意
義
な
合
同
文
化

祭
を
た
く
さ
ん
の

方
が
楽
し
み
ま
し

た
。

民
族
芸
能
の
夕
べ

こ
ぶ
し
座
公
演

民
族
歌
舞
聞
こ

よ
し
座
の
公
械
が

2
月
山
品
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ、

2
5
0
名
の
町
民
が
踊
り
や
劇

を
楽
し
み
ま
し
た
。• • 

入賞者は次のとおりです。 (I位のみ)

〈大回転〉

小学l・2年 匿亘 鈴木智大 (上ノ国)

医 亘 中谷詠美 (北槍山)

直亘回中 澗(今金)

lR3:J 大泉智美(八雲)

医三白木平順一 (北村1山)

医 亘 大泉 梓(八雲)

lliE百 田中 亨(今金)

医ヨ白 山崎真梨子 (今金)

高校生 匿亘 鈴木 明 (今金)

一般男子A(J9-29歳)宮城輝基 (上ノ国)

B (30-39歳)土橋史人 (室蘭)

C (40-49歳)神戸正幸 (八 雲)

D(卯-59歳)佐藤達彦 (函館)

E (60歳以上)溝口七郎 (函館)

一般女子A(lト29歳)藤本美代子 (乙部)

B(初-39歳)大松啓子 (北槍山)

C (40歳以上)平野絹子 (函館)

〈距離競技〉

8~立男子30歳以下

30歳以上

小学3・4年

小学5・6年

生学

祐輔(上ノ匡J)

信義(今金)

森氷

水野

こ
よ
し
座
は
1
9
6
5
年
に
函
館

で
生
ま
れ
、
主
に
北
海
道
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

1
 

8
 

〔

企トンコリ演奏企仮面劇『江差の繁次郎」

hv
網
起
聞
包
し
と
ソ
l
ラ
ン
節

文化車在大いに盛り上げた金原輝人会的‘ばさまとじさまのセレナーデψ

献
血
功
労
者
の
表
彰

日
本
赤
十
字
社
町
献
血
に
武
敵
さ

れ
た
方
の
表
彰
式
が

2
月
四
目
、
消

防

2
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、
本
町
関

係
者
に
対
し
て
村
本
町
長
か
ら
記
念

品
を
添
え
て

一
人
ひ
と
り
に
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

・
銀
色
功
労
梢
(
削
回
以
上
)

梅

崎

勇

♂

(日
の
出
町
)
問
団

金
色
有
功
章

(切
回
以
上
)

三
津
橋
信
夫
♂

(
南
栄
町
)

日
田

谷

川

徹

J
(楽
日
計
)

日
回

東

海

林

稔

♂

(
南
栄
町
)

臼
回

米

世

貞

夫

J
(末
広
町

)
ω困

問

自

覚

朗
♂

(
花

石

)

m
w
回

岡

田

達

雄

J
(緑
町

)

印
回

沢

谷

芳

博

さ
ん
(
御

影

)

町
田

・
銀
色
有
功
章

(初
回
以
上
)

加

藤

政

子

♂

(八
幡
町
)

佐
久
間
政
敏
J
(
緑

町

)

回
井
中
勝
♂

(本

町

)

多

固

定

男

♂

(曙

町

)

吉

野

誠

J
(
回

代

)

五
十
嵐
義
治
♂

(
御

影

)

垣

本

利

光

♂

(
大
和
町
)

坂

本

一

茂

J
(南
栄
町
)

宮
沢
と
し
子
J
(御
影

)

羽

土

康

秀

J
(南
栄
町
)

日

最

愛

子
♂

(
東

町

)

平

原

光

磁

J
(ト
マ
ン
ケ
ン
)

30 30 30 30 30 30 30 31 31 31 31 31 
回回回四回回四回回園田回

〕自〔



出荷施設が完成グ野

落成式、祝賀会が聞かれる

今
金
町
が
平
成

4
、

5
年
皮
肉

2

カ
年
に
わ
た
り
建
設
を
進
め
て
い
た

今
金
町
野
菜
集
出
荷
施
設
(
予
冷
保

冷

・
選
別
洗
浄
施
設
)
が
完
成
し
、

3
月

4
日
に
務
成
式
、
施
設
の
管
理

運
営
を
町
か
ら
委
託
さ
れ
た
柏
山
北

部
広
域
農
業
協
同
組
合
連
合
会
(
代

の
祝
賀

表
理
事

会

長

細

川
信

二

会
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
き
れ
ま

し
た
。

村
本
町
長
が

「新

落
成
式
で
は
、

熊
で
風
味
盟
か
な
野
菜
を
安
定
供
給

し
、
産
地
聞
の
競
争
力
を
つ
け
、
楠

山
北
部
地
域
内
腿
業
発
展
の

一
助
と

な
る
よ
う
願
う
.
」
と
喜
び
を
述
べ

ま
し
た
。

同
施
設
は
、

到
来
的
統
一
銘
柄
に

よ
る
一
元
集
出
荷
と
安
定
供
給
を
目• • 

⑧
⑧
⑧
⑨
⑧
⑧
 

っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
学
校
は
小
学
校
と
は
、
少
し
ち

が
う
け
ど
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
勉
強
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
ん
ば

り
た
い

で
す
。

そ
し
て
小
学
校
の
思
い
出
は
ぜ
っ

た
い
に
わ
す
れ
な

い
で
心
的
中
に
し

ま
っ
て
お
き
た

い
で
す
。

特
に
神
丘
に
し
か
な
い
こ
と
や
、

と
て
も
た
の
し
か
っ
た
こ
と
は
、
わ

す
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。

神
丘
小
学
校
の
思
い
出

神
丘
小

6
年

長
谷

祐

介
〈

ん

「
こ
の
曾
が
と
け
た
ら
中
学
生

だ
。
」
と
思
う
と
六
年
間
は
、
あ

っ

と
い
う
問
に
す
ぎ
た
よ
う
に
思

っ
た
。

一
年
の
入
学
式
、
黒
い
ラ
ン
ド
セ

ル
を
か
た
に
せ
お
っ
て
学
校
へ
い
き

ま
し
た
。
大
雨
や
大
雪
い
が

い
は
、

車
で
は
こ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
学
校
の
思
い
出
で
一
番
心
に
残

っ
た

こ
と
は
、
修
学
旅
行
で
す
。

い

な
か
に
す
ん
で
い
る
ぼ
く
た
ち
に
は、

と
て
も
す
ご
い
所
で
し
た
。

で
も
神
丘
小
学
校
も
と
て
も
い
い

所
で
す
。
自
然
あ
ふ
れ
る
ゆ
た
か
な

所
で
す
。

そ
れ
に
こ
の
学
校
に
は
、
空
き
缶

ひ
ろ
い
と
い
う
行
事
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
行
事
は
、
と
て
も
や
く
に
た
つ

と
思
い
ま
す
.
た
く
さ
ん
の
自
然
に

か
こ
ま
れ
た
学
校
に
入
学
し
て
よ
か

小
学
校
の
思
い
出

神
丘
小
S
年

油

家

育
美
e

ん

私
が
判
丘
小
学
校
へ
来
た
時、

桜

が
と
て
も
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
し

た。
私
が
六
年
の
始
め
ご
ろ
雨
が
ふ

っ

て
そ
の
桜
は
木
の
真
ん
中
か
ら
ポ

ッ

キ
リ
わ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
そ

の
木
は
、
ま
た
、
た
お
れ
る
と
あ
ぶ

な
い
の
で
、
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

指
す
拠
点
と
し
て
総
事
業
質
問
俗

3

干

5
百
部
万
同
で
建
設
さ
れ
、
予
冷

保
冷
施
設
は

1
5
4
6
4町
、

一
自
の

処
理
能
力
は

1
3
5
t
、
選
別
洗
浄

施
設
は

2
4
2
1
M
、

一
日
の
処
理

能
力
は
ダ
イ
コ
ン

町

布
t
、

ニ
ン

ジ
ン

国

巧

t
で
す
。

同
施
設
は
4
町

5
民
協
で
構
成
す

る
農
協
連
が
管
理
運
営
し
、

ら
本
格
稼
働
と
な
り
ま
す
。

5
月
か

統
一
ブ
ラ
ン
ド
名
は

lまこlまこ

地大

最優秀賞を受賞する山部祐嗣さんの奥さん

に
決
定
グ

昨
年
日
月
に
公
募
し
た
統
一
プ
ラ

ン
ド
名
は

5
牒
協
の

ρ

心
を
ひ
と
つ

に
し
て
知
恵
を
出
し
合
い
特
産
野
菜

を
出
荷
販
売
し
よ
う
。
と
し
た
の

が
き

っ
か
け
で
す
。

予
想
を
大
師
に
上
回
る

4
7
6
1

市
内
応
募
作
品
の
な
か
か
ら
最
優
秀

賞
に
札
幌
市
内
公
務
只
、
山
部
祐
樹

さ
ん
の

「
ほ
こ
ほ
こ
大
地
」
が
選
ば

れ
、
祝
賀
会
で
披
挺
さ
れ
ま
し
た
。

(戸 ~r-
p司、r、ゾヘrv--~、、，

r-，¥f、r、戸、/、

'ー-> 
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ず
っ
と
神
丘
小
学
校
を
見
て
き
た

木
が
な
く
な
る
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
み

し
い
気
が
し
ま
す
。
で
も
、
ま
た
そ

こ
に
小
さ
な
木
を
植

え
る
そ
う
で
す
。

7
月
山
日
に
地
し
ん
が
お
き
ま
し

た
。
そ
的
地
し
ん
で
東
口
血
が
ち
ょ

っ

と
ま
が

っ
て
い
ま
し
た
。

私
達
が
は
ば
と
び
の
練
習
を
し
て

い
た
時、

「
ミ
ン
ミ
シ

r
。
」
と
何

か
の
音
が
し
ま
し
た
。
す
る
と
‘
パ

フ
y
と
東
屋
が
た
お
れ
た
の
で
す
。

私
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

東
屋
は

き
っ
と
ふ
る
く
な

っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
何
日
か
た
っ
て
地

域
的
人
迷
が
来
て
新
し
い
束
躍
を
作

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
よ
か

っ
た

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
も
う
中
学
生
に
な
り
ま
す
。

中
学
校
へ
行

っ
た
ら
た
く
さ
ん
友
達

を
つ
く
っ
た
い
で
す
。
勉
強
も
小
学

校
よ
り
む
ず
か
し
く
な
る
け
ど
頑
張

り
た
い
で
す
。

「，h

，‘，‘，‘，，
.，‘，.6'''''

一
鮒
晶

一

今
更
に

雪
降
h

，
め
や
も

一

か
ぎ
ろ
ひ
の
燃
ゆ
る
春
ベ
と

一

な
り
に
し
も
の
を

一

い
ま
さ
ら
雪
が
降
る
こ
と
が
あ

一

う
っ
か
。
跡
郊
の
燃
え
立
つ
春
と

一

な

っ
た
の
に
、
と
い
う
の
が
大
意

一

で
す
。
陽
炎
は
夏
の
ほ
う
が
よ
く

』

見
勺
れ
ま
す
が
、
俳
句
で
は

-

春
の
季
鱈
で
す
。
陽
炎
を
見

一

る
と、

春
が
き
た
な
あ
と
感

一

じ
る
人
も
多
い
の
で

は

な

い

地

一

で
し
ょ
う
か
。

ョ

一

日
当
た
り
の
よ
い
野
原

や

凪

一

海
岸
、

舗
装
さ
れ
た
道
路
な

一

ど
で
遠
い
物
体
が
細
か
く
揺

F

れ
た
り
、
形
が
ゆ
が
ん
だ
り
し
て

一

見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

一

が
陽
炎
で
す
。
ど
う
し
て
、
こ
う

白

い
う
現
象
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う

百

か
。
強
い
日
差
し
で
地
面
や
海
面

一

が
温
ま
る
と
、
そ
の
上
の
空
気
が

一

熱
せ
ら
れ
て
上
昇
し
ま
す
。
そ
し

町

て
、
周
囲
の
温
度
差
の
あ
る
空
気

一

と
の
間
に
対
流
が
起
き
、
空
気
の

一

密
度
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
ニ
を
通

』

る
光
が
不
規
則
に
屈
折
し
て
陽
炎

一

が
発
生
す
る
の
で
す
。

F

，.‘‘‘，‘，，，，，，，，，‘，
9

・

短
歌
の
出
興
は
、

『真
一
一
軍
集
三

〕O
 

1
 

〔

6
6

‘‘‘
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と
こ
ろ
で
、
カ
ゲ
ロ
ウ
と
い
う

一

名
前
の
昆
虫
が
い
ま
す
・
成
虫
の

一

寿
命
は
た
い

へ
ん
短
く
、
長
く
て

一

二
、
三
日
問
、
な
か
に
は
数
時
間

一

で
死
ぬ
も
の
も
い
ま
す
。

一

カ
ゲ
ロ
ウ
は
群
れ
に
な

っ
て
木

一

辺
を
舞
い
上
が
り
、
舞
い
下
り
る

一

動
作
を
繰
り
返
し
ま
す
。
こ
う
し

一

た
織
子
が
、
陽
炎
の
よ
う
に
ひ
ら

一

ひ
ら
、
ゆ
ら
ゆ
勺
し
て
見
え
る
た

一

的
、
こ
の
名
が
つ
い
た
と
も
い
わ

一

.
れ
て
い
ま
す
・

2
、
成
虫

一

・
圃
の
寿
命
が
短
い
た
め
、
は
か

一

.

.
 な
い
も
の
の
た
と
え
と
さ
れ

司

・5
・

一

.

.
 
と
こ
ろ
で
四

1
六
月
は
、

一

・4
の
都
市
緑
化
推
進
運
動
」

一

-
圃
で
す
。
都
市
の
緑
化
の
大
切

一

・
圃
さ
を
認
識
し
、
み
ん
な
で
身

一

の
回
り
の
緑
を
守
り
、
増
や
す
努

一

力
を
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

一

-・・・圃民z・選司・・・・・・
日
本
古
典
文
学
大
系
六
』
(
岩
波
書
庖
)
で
す
。
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お
知
ら
せ

、

改
訂
に
な
り
ま
す

公
衆
浴
場
の
入
浴
料
が

種
川
温
泉
休
憩
所
及
び
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
浴
場
内
入
浴
料
が
平
成

6
年
4
月
1
日
か
ら
次
の
と
お
り
改

訂
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

コし
昌吉
H
H

)お
き
は
改
訂
前
料
金

3
2
0
円

(3
0
0
内
)

3
2
0
0
円

(3
0
0
0
円
)

小
人
に

つ
い
て
は
改
訂
な

マ
入
浴
料

大

人

回
数
券

中
人

し

〈
町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

献

血

の

お

知

ら

せ

4
月
刊
日

ωは
献
血

の
日
で
す
。

採
血
の
前
に
は
必
ず
医
師
が
診
察
い

た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
.

苛パじ
勾
zn

ー
、
役
場
前

9

∞i
M

U

2
、

農

協

横

凶

初

f
h
M
m

〈
町
民
福
祉
課
惜
生
係
〉

4月みんな

平
成
6
年
度
道
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す

広
く
遊
民
か
ら
道
政
に
関
す
る
意

見
・
市
立
望
な
ど
を
聴
き
、
道
的
施
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
道
政
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

道
内
に
居
住
す
る
初
歳
以
上
の
方

で
依
頼
期
間
は
平
成

7
年

3
月
訂
日

ま
で
で
す
。

希
望
者
は
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
住
所
、
市
山
話
屯
号
、
職

業
、
応
募
の
動
機
を
記
入
し
、

4
月

目

U
H
ま
で
に
附
山
文
庁
総
務
課
広
報

渉
外
係
あ
て
に
申
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。(住

所
楠
山
郡
江
差
町
字
陣
屋

町
3
3
6
の
3
)

「
事
業
所
名

簿

整

備

調
査
」

に
ご
協
力
を

務
備
を
行
い
、
郁
業
所
を
対
談
と
し

た
各
杭
統
刑
制
官
町
内
重
嬰
な
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

統
計
を
つ
く
る
目
的
以
外
の
使
用

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ

は

あ

り

ま

せ

ん

か

白

老
後
の
大
き
な
安
心

人
生
初
年
内
時
代
と
な
り
、
長
い

老
後
の
収
入
町
村
は
公
的
年
金
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
的
保
険
料
を
毎
月
き
ち

ん
と
納
め
て
い
れ
ば
、
将
来
に
備
、
え

る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
老
後
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口

も
し
未
納
が
あ
る
と

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の

ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
老
齢

・
障

害

・
死
亡
の
場
合
に
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
は
、

向
分
の
年
金
権
が
雌
保
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
年
金
受
給
者
向
年
金
も
支

え
て
い
る
の
で
す
。

毎
月
内
似
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
め

る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
.
保
険

料
は
納
付
啓
に
よ
り
指
定
的
金
融
機

関
で
直
接
納
め
る
ほ
か

①
口
座
振
替
の
利
用

項 目 対象者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考 お知らせ

4日開) 4月19日献血

11日伺) 老人福祉 役場関

① 一 般相談 全 住 民 10∞-12∞ 全地区 保健指導、健康相談 9 ∞-14: 15 
18日伺) セノター

農協櫛

25日伺) 14 : 30-16 : 30 

生後 受付 町 民 保健指導、健康相談、身体 種川温泉Eひ圭

② 乳 児相談 7日同 " 
6、 9ヶ月児 13: IXシ-13 初 センター 計閣『 人福祉センター

d寸L 金 浴場の入必料の

③ 股脱健診 生後 3ヶ月児 11日伺) 13 凹-14 ∞ " 股関節X線撮影

保健所 一部カ敬tTとな

受付 尿検査、血液検査、歯科指導、 ります。

④ 妊婦健診 妊婦の方 12日制 " 国保病院

12: 45-13 : 15 保健指導、医師診察(有料) [大人J

受付 町 民 保健指弘健康相談、身体 改訂前改訂後

⑤ 育児講座 生後 3ヶ月児 21日同 " 3∞円→ 320円
9 : 3ト 10∞ セノター 計測

〔回数葬〕

生後 4、 7、 受付 身体計調k医師診察、歯科

⑥ 乳児健診 21日{栂 " " 改訂前改訂後

10、 12ヶ月児 12 泊-13∞ 指導、栄養指導主保健指導 3.000円-3却o円

生後3歳、 2、 受付 身体計画'1-医師診察、歯科 中人

⑦ 3歳児 健診 28日同 " " )改訂なし

3、4、ヶ月児 12 泊-13ω 指本栄養指本保健指導 小人

(町民福祉課荷生係 国保係)

4
月
初
日
を
閑
査
期
日
と
し
て
、

平
成

6
年
度
事
業
所
名
簿
強
備
調
査

が
災
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
間
査
は
、
す
べ
て
の
民
慌
の

事
業
所
を
対
象
に
、
事
業
所
内
新
設

や
腕
業
、
事
業
内
観
狐
や
従
業
者
数

な
ど
の
拠
動
状
況
を
制
査
し
て
事
業

所
の
変
動
状
況
を
あ
き
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
事
業
所
名
的
の
補
正• • 

3. 10 

※光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

6 
社会福祉協議会だより

(敬称略)

く今金町〉〈札幌市〉

②
納
付
組
織
に
加
入

③
前
納
制
度
内
利
用

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
ま
す

と
納
め
忘
れ
が
な
〈
便
利
で
硲
実
で

す
。

口

納
め
忘
れ
は

2
年
前
ま
で
は
納

め
ら
れ
ま
す

う
っ
か
り
し
て
、
保
険
料
を
納
め

忘
れ
て
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま

ヲ
た
場
合
で
も
、

2
年
前
向
月
分
ま

で
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

(2
年
を
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
月
分
の
保
険
料
は
時
効
に
よ
り

納
め
ら
れ
ま
せ
ん
)

た
だ
し
、
障
害
基
礎
年
金
は
、
初

診
日
ま
で
の
保
険
料
納
付
済
期
間
、

泣
族
基
礎
年
金
は
死
亡
日
ま
で
の
保

• • 
ブラク人老里中江久回同

今金社交ダンスクラ ブ

今金小学校児童会 一周

今金中学校文化祭実行委員会

郎

会

政

隆

1
 

2
 

1
 

〔

盛

〈新得 町〉

I11 古

太

の

啓

恭

庖んと

井

』、

友

宣

回

原

花

111 

進

大

土
ロ

会

会

日

人

人

郎松

義

〈今金町〉

婦

婦

〈上ノ国町〉

〈江差町〉

谷

自奇

石

塁

大

野

花

中

険
料
納
付
済
期
間
の
そ
れ
ぞ
れ
が
年

金
の
支
給
要
併
に
な

っ
て

い
ま
す
の

で
、
納
め
忘
れ
は
大
き
な
問
題
と
な

り
ま
す
。
障
害
が
発
生
し
た
後
に
、

ま
た
、
死
亡
し
た
後
に
保
険
料
を
納

め
て
も
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
し

て
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

自動車税は毎年納める税金です.

納期限は

5月m日です
納期内に E 

納めましょうIZIII

シ
ル
バ
ー
運
動
学
に
つ
い
て

年
を
経
る
と
と
も
に
、
体
力
が
低

下
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
日
常
ほ
ど
よ
い
量

の
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に

よ

っ
て
‘
体
力
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
心
臓
や
肺
の
機
能
を
高
め

る
、
肥
満
を
解
消
す
る
な
ど
成
人
病
、

老
人
病
的
予
防
に
も
役
立
ち
ま
す
。

さ
ら
に
ス
ト
レ
ス
解
消
、
八
日
を
丈
夫

に
す
る
、
規
則
正
し
い
生
活
の
リ
ズ

ム
を
作
る
こ
と
に
も
。
こ
ん
な
H

健

康
効
m
I
H

満
占
の
巡
動
を
生
活
の
な

か
に
取
り
入
れ
て
い
く
よ
う
心
が
け

歩

47レょ‘
7
.

年
を
経

っ
て
か

ら
の
運
動
と
し
て

は
、
有
酸
素
運
動

を
お
す
す
め
し
ま

す
。
有
酸
素
運
動

と
は
、
長
時
間
に

わ
た

っ
て
た
く
さ

ん
の
酸
索
を
体
に

取
り
入
れ
な
が
ら

行
う
巡
動
の
こ
と

で
す
.

自
分
の
体
力
に

合
っ
た
運
動
を
、

深く規則正
しい呼吸

無
理
せ
ず
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

最
も
手
軽
で
安
全
に
で
き
る
運
動

が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
簡
単
に
い

え
ば
速
足
歩
き
の
こ
と
。
よ
り
運
動

効
果
を
高
め
る
た
め
の
歩
き
方
の
コ

ツ
を
教
え
ま
す
の
で
初
め
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
.

器
で
す
。
悲
の
脇
ざ
し
を
浴
び
な

が
ら
、
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

〈
町
民
福
祉
税
保
継
指
導
係
》

「く」の字に
曲げる

おなかと
お尻を引っ
込める

力強くキック
前方に娠り

出すように

1
 

3
 

1
 

〔



ぎ??;君48
新

す

年

4月の休日当番医

岩間医院 (今 金)fi②0057

北槍山町国保病院 (北棺山)fi④5321

今 金 町 国 保病院(今金)fi②0221

道南ロイヤノレ病院(北4骨山)宮④5011

富田医院(今金)合②0324

3日

10日

17日

24日

29日

自
分
T

b
H
ハη
に

ム
dふ

J
E

打
ち

一
向
田
ハ
+
欠
ー
、

-E 十
に
た
き

し
恥
リ
「
け

‘
内

V
Y
-
-

、

勉
強
l
ょ
う

工
回
U

う

m
た
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2月18日(哲也江2女)寒

2月19日(光康弘長男)大和町

昇山口

• 
2月21日(美佐男弘長女)八東宝田

3月4日(英也記長男)金原旭荒川

闘いつまでもお Lあわせに

%谷詰 雅裕さん(商工団地)=尾形加代子江(上稲聴)

予{，1'Jt東 1:1 ，~唱 さん(末広町) =石橋 絵美、ん(大和町)

圏お〈やみもうしあげます

蝦名コユキ弘 2月27日

中甘谷 キエ弘 2月28日

中島希美江 3月5日

油家コトエ ~Iv 3月9日

高時キヨ弘 3月10日

南栄町

光台

中堅

鈴岡下台

御影

72歳

67歳

39歳

77歳

76歳

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
耐
②

O
T
-
-番

• 

3
月
日
目
、
函
館
方
而
本
部
交
通

謀
の
姉
警
さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全
教

室
が
今
金
保
育
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

紙
芝
居
や
腹
話
術
を
使
っ
た
交
通

ル
i
ル
に
つ
い
て
の
指
導
、
歌
や
ク

イ
ズ
方
式
に
よ
る
交
通
ル

l
ル
の
説

明
に
子
供
た
ち
も
大
喜
び
。

4
月
は
新
入
学
入
国
で
子
供
た

ち
の
行
動
範
囲
も
グ
ン
と
広
が
り
ま

す
。子

供
の
交
通
事
散
の
多
発
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
税
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
子

供
の
行
動
特
性
に
つ
い
て
正
し
く
型

解
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
、
ヮ
.

編
一集
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4
月
は
旅
立
ち
の
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
高
校
、

中
学
を
卒
業
し
、
さ

ら
に
勉
学
を
続
け
る
者
、
就
職
し
、

社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
者
、
そ
れ

ぞ
れ
道
は
ち
が
っ
て
も
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
入
学
児
童
を
か
か
え
る

家
庭
で
も
、
学
校
生
活
や
交
通
事
故

の
問
題
な
ど
心
配
の
種
は
っ
き
ま
せ

ん
。
ド
ラ
イ
バ

ー
の
み
な
さ
ん
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
か
ら

P
T
A
に
な
る
広
報
広

聴
係
。
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